
 

 

  主    題  （２０１７～２０１８ ) 

・国際会長『Let Us Walk in the Light Together 』 

       「ともに、光の中をあゆもう」 Henry Grindlheim  （ノルウエ―） 

・アジア太平洋地域会長『Ｒｅｓｐｅｃｔ Ｙ‘ｓ  

Ｍｏｖｅｍｅｎｔ』Ｔｕｎｇ Ｍｉｎｇ Ｈｓｉａｏ（台湾） 

・西日本区理事  ２０２２年に向けて「心身の健康づくりから、 

        クラブの健康づくりへ｣ Ｈealthy mind  

＆ healthy body make  healthy club 

   副題 「今あるクラブを充実させ、将来のクラブへ宝(財産)を 

      伝承していこう！」 

大野 勉（神戸ポートワイズメンズクラブ） 

・六甲部 部長 ｢共感しあい、支えあおう｣   

Empathy each other, Root Y”s & YMCA   杉本 隆人（神戸学園都市クラブ） 

・西宮クラブ会長     石井 恭子 

会長主題     知りたい！ ～ ＹＭＣＡのこと ワイズのこと 西宮のこと ～ 

    ２０１７年１２月 西日本区強調ポイント ＥＭＣ－Ｅ ＹＥＳ 

Ｅは新クラブを設立すること。ＹＥＳは新クラブ設立支援に使われます。献金で 

集められた資金の３分の２は、集められたエリアの区でつかわれます。三科仁昭ＥＭＣ事業主任（京都東棱クラブ） 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

２０１７年１２月            

８８８３３３６６６号号号      
≪≪≪７７７１１１期期期---６６６号号号≫≫≫   
ｓｓｉｉｎｎｃｃｅｅ    １１９９４４８８．．５５．．１１７７  

スポンサークラブ 

 大 阪 クラブ 

ＤＢＣ 

近江八幡クラブ 

広 島 クラブ 
 

クラブ主役員 

会  長  石井 恭子 

直前会長  万本 敬一 

副 会長  濵  浩一 

書  記  長井 慎吾 

書  記  浅野 純一 

会  計  濱崎 進一 

会  計  足立 康幸 

監  事  丸山 悦治 

担当主事  藤田 良祐 

 ７０周年記念事業 

準備委員長  岡田佑一郎 

六甲部国際・交流主査 

      万本 敬一 

六甲部直前部長 

   長井 慎吾 

区次期EＭＣ事業主任 

       小野 勅紘 

２０１７年１２月第１例会のご案内 

日時： 2017年12月16日（土）18：30～20：30  

会場: グリーンヒルホテル神戸 受付18：00～準備17：30～ 

ドライバー 万本メン、濵メン 

開会挨拶・開会点鐘 石井会長 

 ワイズソング  一同 

 ゲスト・ビジター紹介 石井会長 

 聖書朗読  

 クリスマスメッセージ 「あなたのいることろ」 

    上内鏡子牧師 日本キリスト教団神戸イエス団教会 

 会食 乾杯 

 ライブ       THE PENSIONEERS 

 お誕生日のお祝い 石井会長 

 ワイズニュース     石井会長 

 YMCAニュース     藤田主事 

アピールタイム 

閉会挨拶・閉会点鐘 石井会長 

※ 会費 男性６，０００円 女性５，０００円（中学生以上の 

コメット含む） コメット（小学生以下）２，０００円 

今 月 の 聖 句 

「人々を恐れてはならない。覆われているもので現されないものはなく、隠され

ているもので知られずに済むものはないからである。わたしが暗闇であなたがた

に言うことを、明るみで言いなさい。耳打ちされたことを、屋根の上で言い広め

なさい。体は殺しても、魂を殺すことのできない者どもを恐れるな。むしろ、魂

も体も地獄で滅ぼすことのできる方を恐れなさい。」   マタイによる福音書    

10章26節～28節          馬場 一郎メン選 

  

 

 

１１月 例会出席状況   在籍会員数 ２２名 

第１例会(１１．１０日)   第２例会（１１．２４金） 

メン   １８名       メン        １３名 

メネット  ０名       メネット   ０名 

ゲスト・ビジター ５名     合計   １３名 

    合計 ２３名 ＭＵ２名    出席率９０．９％    

ファンド・ＢＦ     １１月     年度累計 

ニコニコファンド   ¥ ６，２００ ¥１４，２００ 

ＢＦ＠３００     ¥ ４，５００ ¥１５，９００ 

東日本震災＠２００  ¥ ３，０００ ¥１０，６００ 

 

 

 

 

 

         ＨＨＨａａａｐｐｐｐｐｐｙｙｙ   ＢＢＢｉｉｉｒｒｒｔｔｔｈｈｈｄｄｄａａａｙｙｙ   ＴＴＴｏｏｏ   ＹＹＹｏｏｏｕｕｕ     １２月  お誕生日おめでとうございます 

１日 馬場 めぐみ メネット          ８日 山口まり子 メネット 

 

 

  

 

 

      ９月１日 岩田 健司メン    
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      石井 恭子会長 

１２月  

 10 月 11 月と、とっても忙しか

ったワイズ活動を無事に終えるこ

とができました。皆様、ありがと

うございました!! 

今月は、忘年会やクリスマス祝会で、各々がお忙しい

のではないかと思います。もう師走なんですね～。ワイ

ズ的にはアドヴェントでしょうか。毎年、アドヴェント

を楽しみたいと思いながら、忙しくて なかなか楽しむ

ことができません。私には、師走という言葉の方が合っ

ているようです。 

そんな中でも必ず行くのが、「ルミナリエ」です。点

灯する時より消灯時の方が好きで、毎年、消灯の瞬間を

見に行きます。光り輝くルミナリエを支えている、大き

な柱が白く浮かび上がります。あの力強さに感動を覚え、

勇気や希望をもらっています。 

 今年は、早くから冷え込んでいますので、体調にお気

をつけ頂き、忘年会＆クリスマス祝会を楽しんで下さい

ませ♪ 

１１月例会の報告    浅野純一メン 

 11月10日(金)に例会が行われました。今月は六甲部

長の公式訪問で、杉本隆人部長、中村剛書記また、井上

真二神戸ＹＭＣＡ総主事がゲストとしてお越し頂き、9

月の例会でお話をいただいた、小野ワイズの友人の重村

仁がビジターとして参加頂きました。 

 司会の足立ワイズの「会長、閉会点鐘をお願いします」

との発声で、一同大笑いで例会はスタートしました。 

 今回のゲスト・スピーチは姫路獨協大学副学長・法学

部教授の道谷卓(たかし)氏です。氏は私が兵庫県立御影

高校に勤務していた時の生徒でした。専門は刑事訴訟法

ですが、高校生時代、歴史部に所属し、私の職場の先輩

で、現在は郷土史研究で活躍されている田辺真人先生の

指導で歴史研究に励み、現在に至るまで歴史研究を趣味

として携わっておられます。ＮＨＫの『兵庫史を歩く』

では神戸の平清盛ゆかりの地の案内役をされ、現在、神

戸深江生活資料館の副館長も務められています。 

 今年の石井会長の主題にひとつに「知りたい！西

宮のこと」があり、西宮の歴史に関することを例会

で話していただくようにお願いしました。氏は神戸

のことを中心に勉強されており、今回は、西宮と神

戸共通のこととして「灘五郷・酒の歴史」と題して

話をしていただくことになりました。灘五郷とは今

津、西宮、東郷(魚崎)、中郷(御影)、西郷(大石)で

す。 

 話は「西宮とは」から始まりました。西宮とは平

安時代には貴族が崇拝した「広田神社」を指し、同

社を含む複数の神社のことを称していましたが、現

在では西宮戎神社が有名になり、西宮とは戎神社の

ことを指すのが一般的になっています。 

 さて，「灘の酒」」ですが、歴史的にはそれほど

古くはありません。灘で酒造りが始まったのは江戸

時代の中頃で、伊丹・伏見・池田は中世の室町時代

にまでさかのぼります。 

 酒造りは米を多く必要とします。ゆえに古くは食

糧確保のために、ぜいたく品である酒を造ることに

は多くの規制がありました。しかし、江戸時代にな

って新田開発などで米の生産が増加すると、幕府は

反対に酒造りを奨励するようになりました。17世紀

後半になって西宮、兵庫で酒造業が発展、灘の酒は

樽廻船で一大消費地の江戸に廻送され、ひじょうに

人気を得ました。幕末には江戸に荷揚げされる酒の

60％に達しました。 

 なぜ、灘の酒造りは発展したのか、まず西宮の宮

水です。宮水とは夙川の伏流水のことです。江戸中

期、魚崎の山邑
やまむら

太郎左衛門(櫻正宗6代目)は魚崎と

西宮の両方に蔵を有していましたが、西宮の酒の方

がおいしい、やがてその理由は水によることがわか

りました。そこから宮水の利用が始まり、現在でも

灘の酒の多くが宮水を利用しています。その他は、

良質の米(山田錦)があること、急峻な阪神間の地形

で水車が発達し精米を行えたこと、それに丹波杜氏
とうじ

の存在があります。 現状ですが、灘の酒造会社は

震災によって、以前の51社から27社に減少しまし

た(全国は約2000社)。今日でも灘の酒はブランド力

があり、出荷量は全国の28％です。但し、生産量は

15％で、残りはいわゆる「桶買い」」によるもので
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す。 

ゲスト・スピー

チに続いて杉本六

甲部長から、先の

六甲部会では約

150 名の参加があ

り盛況に行えたと

の報告がありまし

た。とくに神戸ＹＭＣＡを使用しましたが、収容は120

名で、ＹＭＣＡスタッフの多大の協力のもとに部会を行

えたとのことです。また部の方針として今年度中の実現

には無理があるが、各クラブの例会の充実のために、ク

ラブ間で講師の情報交換を行い、六甲部による講演料の

補助など考えたい。ワイズメンバーでも話をできる人が

多くいるので、紹介するシステムをつくりたいと話され

ました。中村書記から西日本区大会成功への協力のアピ

ールがありました。 

井上神戸ＹMCA総主事からは新館建設に対して、クラ

ブから、またワイズ個人から多大の献金等の協力があっ

たことへのお礼の言葉をいただきました。 

その後、ファミリープログラムの案内、恒例の誕生日

のお祝いなどがあり、定刻の午後9時、今度は本当の閉

会点鐘で終わりました。 

なお、例会の参加者はメンバー16 名、ゲスト・ビジ

ター５名、合計21名でした。 

 

 

西日本区EMC事業改革に再挑戦    
２０１８－１９年度次期EMC事業主任          

小野 勅
とも

紘
くに

ワイズ 

１１月は丁度部会シーズンが終り、あとは１２月のクリスマスを
待つ、１年の内でも最も行事の空く期間。その期間を利用して
私は毎年近隣のクラブの例会を訪問している。 

・六甲部さんだクラブ訪問 １１月１４日（火） 

 予てより気になっていたさんだクラブを訪問した。会員数８

名のところ一昨年以来、体調を崩されて療養を続られる松

本ご夫妻が介護のために出席が困難になり、次期から離

脱される。まことに寂しいことながら、療養に専念されること

をお祈りするばかりである。結局１１月の出席者は安行、

杉村、斎藤各氏の３名。部長訪問に合せてビジター参加

の井上総主事、杉本六甲部部長、中村六甲部書記と

同数。安行会長はクラブを潰さないで継続したいとのこ

と。しかし、現実の環境は大変厳しいものがある。今期

から国際議会はクラブの最低単位を５名以上とし５名未

満のクラブを認めないとなっている。 
 さんだクラブは現在このように大変厳しい状況であるが、
私が以前、六甲部ＥＭＣ事業主査を務めていた時に、
さんだクラブのクリスマス祝会やリーダー卒業感謝会を訪
問したことがある。そこには多くのリーダーやゲストとして
駆け付けたリーダーＯＢＯＧたちの生き生きした姿を垣
間見たことがある。西日本区には熊本にヤングクラブや
姫路にはＹ３があるが、もう一つ活動は活発ではないよ
うだ。 
 しかし、リーダーＯＢＯＧは青年会委員の宝庫。現西
宮クラブのメンバーの多くはリーダーＯＢＯＧであるし、私
自身もそうだ。ヤングクラブは立ち上げて放置すれば、転
勤や結婚で移動するのは自明の理。そこにはシニアメン
バーが一緒になって例会運営をしていけば生地はある
はずだと思う。六甲部にヤングクラブを立ち上げて、部全
体で支援していけば可能性はあると思われる。現在六
甲部には明石を初め、新クラブを立ち上げようという機
運がある。この機会にその一つとして可能性を探って欲
しいものである。 

・中西部茨木クラブ訪問 １１月１４日（火） 

恒例としては自身が在住している茨木クラブには年２回ほ

どお邪魔している。茨木クラブの形態は市の市民ホールを

利用する点は違うが、運営は西宮クラブに似ている。弁当

とういうのも似ているが違う点はインスタントの味噌汁が付く

こと。また最後にクラブソングを歌う点もユニークである。この

クラブは中西部最古参の９０歳を越える加藤寅尾ワイズが

精勤されていること。定時に終了して近くの居酒屋に繰り

出す点の似ている。最近やや会員数が減っている点は気

にはなる。毎年茨木フェスティバルに屋台を出し手いる。今

後の地道な活動が期待される。 

 六甲部第３回ＥＭＣ事業委員会 

日時：２０１７年１１月２０日（月） 

会場：神戸ＹＭＣＡ 

先に案内のあった日程（１０月２４日）には集りが悪く、４

者会談（理事、部長、次期部長、ＥＭＣ事業主査）だけで

調整し、この日に変更になった。各クラブから現状の報告が

あり、六甲部としては今後①「新クラブチャーターを目指し

た活動」と②「足元固めの底上げ活動」を継続していく。た

だ、第 2 回で提起された（仮称）明石クラブは現状の把握

が出来ていないし、母体となる保育園の活動が未だ発展

途上で軌道に乗らなければ難しいと思われる。明石に限ら

よさこい♪ 
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ずそういった活動を開始する。そのスタッフメンバーも募集する。 

従来より運営の厳しい「さんだクラブ」と「神戸西クラブ」への

支援はまだ明確ではない。今期の国際会議で１５名未満のク

ラブへの選挙権付与の特例は今後廃止される。またクラブの

最少単位を５名以上とし、３名以下のクラブの登録は認めら

れない。（５名と３名の差は何か？） 

杉本部長より「会員サービス委員会」の趣意書の説明があ

ったが、本来立ち上げるべき「部ＥＭＣ推進チーム」との違いと

扱いは不明。次回の評議会（３月）に提案の予定。 

次回委員会は３月２４日（土）の評議会に向けて３月１２日

（月）の予定。 

 

YMCA ニュース 

      藤田 良祐担当主事 

 12 月を迎え、西宮 YMCA が運営している育成セン

ターでは平成30年度の利用申請受付がスタートしよう

としています。香櫨園、用海、浜脇の 3 センターを運

営するYMCAには今年も400名を越える子ども達が集

っています。来年度も多くの子ども達が安心して安全に

過ごすことができる居場所を提供することができるよ

う、保護者にとっては安心して大切な子どもを預けられ

る環境が整えられるよう、準備を進めているところです。

YMCAの学童保育で子ども達ひとり一人が自分や他者

の良いところを見つけ、仲間とつながり、共に成長して

くれることを願っています。 

1．チャリティーランのご報告 

11月3日に秋晴れの空の下、第20回神戸YMCAイ

ンターナショナルチャリティーランを開催しました。今

年は地域の小学校行事と日程が重なっていたこともあ

り、例年よりも参加者が少なかったですが、奉仕者・ラ

ンナーなど合わせて約 900 名の方々が会場に足を運ん

でくださいました。寄せられた支援金は1,599,233円で、

収益は発達障がいのある子ども達の活動支援として

用いさせていただきます。西宮クラブの皆さまにも

協賛金、カレーの出店、ランへの参加など様々なご

支援をいただきましたこと心より感謝申し上げます。 

2．YMCAセミナー開催 

11月18日（土）に井上神戸YMCA総主事、神﨑

日本YMCA同盟総主事、村上ぐんまYMCA総主事

をパネラーに、古澤牧師をナビゲーターとして「キ

リスト教の香りとYMCA」と題してセミナーを開催

しました。 

各総主事のキリスト教を感じた瞬間や、YMCAの

職員として業務・プログラムを進めて行く中で、感

じた「C」についてお話しいただき、YMCAの根底

にある、変えてはいけないものの大切さを学ぶ貴重

な時間となりました。 

3．西宮YMCAファミリープログラム11月23日

ファミリープログラムを開催しました。今年は29家

族96名、スタッフ・リーダー・ボランティア合わせ

て 31名、総勢 127名が秋の六甲山YMCAに集い、

オリエンテーリングや焼き芋、サモア作りなどを楽

しみました。自然の中で家族同士の会話がうまれ、1

日を通して子ども達や保護者、ボランティアの笑顔

があふれていました。 

西宮クラブからも 4名のワイズメンがご参加くだ

さり、ポトフ作りや焼き芋作り等で大活躍してくだ

さいました。関わってくださった全ての方々に感謝
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をもってご報告させていただきます。なお、春のファミ

リープログラムは2018年3月21日（水・祝）に行う

予定をしております。西宮クラブの皆さまにも是非、ご

参加いただけましたら幸いです。 

4．今後の予定 

(1) YYフォーラム開催 

 日時：2018年2月10日（土）午後 

 内容：「ブランディング」をテーマに学びと語り合う

時間を持ちます。 

    詳細は改めてお知らせいたします。 

 

リーダー会便り 永峰 秀悟リーダー 

      キッズ（幼児対象） 

11月例会は「意見を出し合ってグループタイムを創

る」というねらいのもと、二本松から再度公園まで山登

りをしました。 子どもたち同士で励ましあう声や、ゴ

ールを目指して懸命に登る姿を見ることができました。

台風の影響で倒木が道をふさいでいる箇所もありまし

たが、それぞれのグループのやり方で乗り越えていく姿

も見ることが出来ました。また、再度公園では、リーダ

ーから活動内容を提示するのではなく、何がしたいか、

ここで何ができるかをグループの仲間と話し合いまし

た。急な斜面を登ることにチャレンジしたグループ、公

園内を探索するグループ、公園の生き物を探すグループ

など、様々な活動をすることができました。 

12月例会は、東おたふく山へ出かける予定です。11

月より少し歩く距離を伸ばし、高低差も大きい山道です。

子どもたちが果敢に挑戦する姿を見られたらと思って

います。 

ジュニア（小学校低学年対象） 

透き通った秋空の下で再度公園まで山登りをしまし

た。登山道では、いろいろな色や形、大きさのどんぐり

を拾ったりして、秋を感じることができました。再度公

園ではジュニアの子ども達全員で鬼ごっこをして遊

びました。学年や性別に関係なく全員で一緒に楽し

く遊ぶことができました。今後もこの良さを伸ばし

ながら、季節なら

ではの自然体験が

できる活動をして

いきたいと思いま

す。 

シニア（小学校高

学年対象） 

シニア11月例会は、六甲山YMCAで野外料理を

しました。今回は、カレーかシチューのどちらかを

グループの子どもたちで話し合って選んでもらい、

ナンもつくりました。それぞれ、役割分担をしなが

ら作業をし、後片付けまでしっかりしていました。

ナンを作るのが初めてのお友だちが多くいましたが、

楽しく作って食べていました。今回はグループごと

に目標を決めて、どのグループも目標に向けて活動

に取り組んでいました。また今後の目標や課題に向

けて次月もみんなで頑張っていきます。 

 

ワイズニュース    石井 恭子 会長 

★12 月 10 日(日) 神戸ＹＭＣＡ国際協力街頭募金

活動 時間：14 時～16 時 場所：神戸元町大丸前  

★12 月15 日(金)神戸市

民クリスマス 時間：17 

時～21 時30 分 場所：

神戸栄光教会  

★12 月15 日(金)宝塚チ

ャリティー市民クリス

マス 時間：19 時～21 時 場所：宝塚ベガ・ホール 

★12 月2 2 (金)西宮ワイズメンズクラブ第二例会 

★1 月1 2 (金)西宮ワイズメンズクラブ１月例会 

編集 中（注）記 ブリテン委員長  廣瀬 一雄  

編集の都合から小野ワイズ~速達での寄稿された重村

さんの漫画など６Ｐに。上のツリーは石井ワイズから・・ 


